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研究成果の概要（和文）：本研究は，九重・阿蘇地域に固有で絶滅が危惧されている草原性チ

ョウ類とそこに自生する植物を保全することを目的として，次の 5 項目の解明に取り組んだ．

（1）希少な草原性チョウ類の生息地の植生と放牧の関係の解明．（2）希少な草原性チョウ類

13 種の生息状況の解明．（3）草原性チョウ類相を解明し 64 種のチョウの生息状況を確認．(4）

放牧など牧野管理が草原性チョウ類に及ぼす影響の解明．（5）草原の昆虫相を調査し，食糞性

コガネムシ相，ハエ相を解明しその重要性を指摘した．これらの結果は，放牧が希少な動植物

の保全に重要であることを示している． 

 

研究成果の概要（英文）：The results obtained are summarized as follows: (1) Pleioblastus 
chino, Zoysia japonica were the dominat species at grazing sites. Miscanthus sinensis was 

the dominant species at non-grazing sites. (2) 64 butterfly species were identified including 

thirteen rare butterflies. (4) The butterfly species diversity of high grazing density site was 

less than at the customary grazing site and the low grazing site. Based on these results, it 

is concluded that it was benefit for the butterfly fauna that there are many variety of 

butterfly habitats under the different grazing intensity.  
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１．研究開始当初の背景 

九重・阿蘇地域に生息する希少昆虫および植

物の多くは，人々の生活と密接にかかわりな

がら生きながらえてきた．しかしながら，同
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草原の里山としての利用価値の低下は，草原

環境を悪化させ，絶滅が危惧されるオオルリ

シジミをはじめとした草原性チョウ類など

固有な草原構成種およびその生息地を減少

させている．本研究は，同地域の希少な草原

性チョウ類および植物を後世に受け継いで

いくために必要な保全技術を開発する必要

があり本研究を実施する必要があった． 

 

２．研究の目的 

本研究は，同地域の希少な草原性チョウ類

および植物を後世に受け継いでいくために

必要な保全技術を開発することを目的とし

て，次の 3つの解明を目的とした． 

(1）九重．阿蘇地域の希少な草原性チョウ類

の分布とその生息地の植生を解明し固有植

物の自生状況との関連を解明すること 

(2）絶滅危惧種が生息する草原における生物

間の相互関係を分析し，保護に必要な相互に

矛盾のない草原管理法を明らかにすること． 

(3）希少種の保護を通じて同地域の里山とし

ての草原の再生法を明らかにすること． 

 

３．研究の方法 

(1）希少な草原性チョウ類の生息地における

植生調査 

 草原性チョウ類の生息地における植生の

特徴を明らかにするため，これまで実施して

きた基礎的な植生調査を参考として，共同研

究者である岡本・松浦は，放牧圧，採草時期

など草原管理法の異なる阿蘇地域の草原に

おいて植生調査を実施し，優占種および種構

成を明らかにすると共に，優占種の被覆度を

算出した． 

(2）草原の昆虫相調査 

 希少な草原性チョウ類および希少植物の

保全を目的として，阿蘇地域における草原の

糞虫相について 1ヶ月に 1回，糞虫相を調査

する定点調査を実施した．なお，糞虫の周年

発生については，同地域の代表的な草地にお

いてトラップ法による調査を実施した． 

(3，4） 希少な草原性チョウ類のモニタリン

グおよび草原性植物およびチョウ類に

及ぼす放牧圧の影響調査 

 放牧圧の異なる草地において，オオルリシ

ジミの発生に及ぼす影響を解明するため，村

田は，各調査地に設定した調査ルートにおい

てルートセンサス法による本種成虫の調査

を実施するとともに，各調査地においてクラ

ラ上の卵，幼虫を調査した． 

(5）オオルリシジミの食草であるクララの生

育特性の解明 

 クララの最適な生育条件を明らかにする

ため，野外調査により放牧圧や草原管理法，

土壌条件のことなる複数の本種自生地にお

いて，クラウン面積，草丈などを計測し，野

外におけるクララの生育状況を調査した． 

 

４．研究成果 

(1）生息地の植生 

 希少な草原性チョウが生息する九重・阿蘇

地域の草原において植生調査を実施し，慣行

的な放牧圧では，ネザサが最優占種であった

が，放牧圧が高い草原では，シバが最優占種

であった．また，休牧中の草原では，ススキ

が最優占種となり，放牧圧は，植生に大きな

影響を及ぼしていることが明らかになった． 

(2）草原の昆虫相調査 

① 草原のフン虫相 

同地域における食糞性コガネムシの最優

占種は，カドマルエンマコガネであった．こ

れら食糞性コガネムシの生息地は，主に標高

500～900ｍに多く，およそ 70％の種はこの範

囲に主な生息地が見られたが，ネグロマグソ

コガネやオビマグソコガネ，コケシマグソコ

ガネなど，種によっては標高 500～600ｍなど



 

 

狭い範囲にのみ生息域が確認された種やカ

ドマルエンマコガネやオオセンチコガネな

ど 500～1,100ｍまで広い範囲に生息する種

など種による生息域の標高による違いが見

られた．絶滅が危惧されるダイコクコガネは，

生息地が著しく減少していることが明らか

になった．また，食糞性コガネムシの個体数

の山が春と秋に見られ，その殆どはカドマル

エンマコガネであった．これらの結果から，

オオルリシジミの生息に適した草原環境は，

同地域に生息する食糞性コガネムシ相にと

っても好適であることが示唆された．また，

同地域の慣行的な放牧圧より高い放牧圧で

は，食糞性コガネムシ相に悪影響を及ぼし，

未分解の牛糞塊が草原に放置されることに

よってオオルリシジミをなど同地域の草原

に生息する希少種の好適な生息環境の維持

に悪影響を及ぼすことが懸念された． 

② 草原のハエ相 

西南暖地最大の草原地帯が広がる九重・阿

蘇地域の草原は，わが国有数の放牧地でもあ

るが，近年，放牧地の利用形態が変化し，一

部の優良な放牧地に放牧牛が集中する傾向

がみられている．放牧地に放置された牛フン

から発生するハエ類の問題が顕在化してお

り，ハエ類の発生抑制策の検討は，放牧地周

辺環境における保健衛生上の重要な問題の

１つとなっている．また，これらハエ類の中

には放牧牛に寄生し，摂食活動を阻害あるい

は病気を伝播させる吸血性のサシバエ科の

ミナミサシバエなど畜産上の害虫となる種

も少なくない．本研究は，牛の野外放牧が行

われている阿蘇地域の草原において，ハエ類

の季節消長を明らかにするとともに，牛フン

から羽化するハエ類を解明することを目的

として，年間を通じた定期的な調査を実施し

た．ハエ目を中心とした草原に生息する昆虫

相の調査には，粘着トラップを用いた．さら

に，羽化トラップ法により，放牧地の牛フン

を用い，定期的なハエ類の羽化数調査を実施

した．粘着トラップを用いた調査では，全個

体数の 8割以上をハエ目が占め，衛生害虫は，

ノイエバエなどのイエバエ科が最も多く，畜

産害虫としてはサシバエが最も多かった．ハ

エ目の最優占種はツヤホソバエ科のヒトテ

ンツヤホソバエであった．一方，羽化数調査

では，イエバエ科は得られたものの，サシバ

エ科は得られなかった．ハエ目の季節消長，

羽化数調査の結果から，同地域におけるハエ

目の発生のピークは梅雨期であることが明

らかになった． 

(3）オオルリシジミの食草クララの生育と放

牧の関係 

食草であるクララの被覆度は，高い放牧圧

に比べて同地域における慣行的な放牧圧で

ある草原で高かった．クララの草丈は，休牧

中の調査地において高い傾向が見られた．ま

た，クララの分枝数は，慣行的な放牧圧の草

原で多かく，クラウン面積は慣行的な放牧圧

である調査地において大きかった．一方，高

い放牧圧の草原ではクララのクラウン面積

と草丈は小さくなる傾向が見られた． 

(4）オオルリシジミの生息地における牧野管

理が草原性チョウ相に及ぼす影響  

絶滅危惧種であるオオルリシジミが生息

する阿蘇地域の草原におけるチョウ相を解

明するとともに，オオルリシジミを保護しつ

つその他のチョウへの影響をできるだけ与

えない牧野管理とは何かを明らかにするこ

とを目的として，慣行的な放牧圧である草原

と, 高い放牧圧の草原, 慣行的な放牧圧よ

りやや低い放牧圧である草原，休牧中の草原

についてチョウ相を調査し，次のような結果

を得た. ① 阿蘇地域の草原において調査期

間中に確認されたチョウは，64 種であり，中

でもタテハチョウ科とシジミチョウ科の種



 

 

数が多かった．②これらのチョウの発生の山

は 5月に見られたが，放牧圧が高いと発生の

山は明瞭でなくなることが示唆された．③オ

オルリシジミを含む 13 種の希少なチョウの

生息が確認された．  
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